
ちゅうけいだ

昇または逓減を

行うために{吏斤l

2. 3 の変成椛

する 一一「

5 重信回線 喜

を構成するため

に使用する

6 4 線式回路と 2 線式回路との結合用に使用する。

その使用回路図を上記の区}JJjによ っ て示すと図ー1 -4 のとお

りである。以上のように中継線輸は非常にたくさんの用途があ

り ， それぞれの用途に使われる変成総の極額ははなはだ多い。

現在使用されているものには音声電流に使用するV形中継線輸

と，搬送電流に使用する C形中継線輸とがあるが，またこれら

の中で使用する回路イソピーダ ンスによって，節々の7診

があり ，中継線輸の一般的名称には次のような記号が付

いている。

V 形， VR 形， VM 形， VRM 形， VS 形， VRS 形

CV 形， CVS 形

この記号はつぎの内容を意味している。

V 音声周波用 (yoice)

R "'16"" 信号用 (ring)

M .J徳話用 (moniter) 

S .. 1 次 2 次共平衡巻線

なおこの内容 3. 5 の変成総

の記号にさらに Vl<.S引・ -1 , 斗策 VRS ..f，o・ -1

7) 巻線の投合イ

ソピー ダンスを

示し， そのつぎ

一一→

VRS-c;;oo_( 

4. 1, 3, 4, 6 の変成総

の数字が 1 次 j)ll](2-1) -(6-5) 巻線のイソピー ダンスを示して

いる。(鈴木潔)

ちゅうけいだい 中継台 (英)trunk board 共電式交後織の

一方式で，収客回線数が多く ， 通話度数の頻繁な交換所に設け

る。 こ のような交換所で加入者線と中継線を同ーの台に収容す

ることは，電話掛の取扱いが繁雑となり不適当であるから ， 甲

極 ・ 乙極共電式交換機では，加入者台と中継台とに収容回線復

別をわけ，中継台の応答回線は中継線のみ収容している。さら

に大容量の交換所では一般中継台と，記録中継台にわけ使用し

ている所もある。なお相手交換所が自動式交換機である場合，

中継台電話掛がそのつどダイヤノレを回すことが不適当な箇所で

は， とくに対自動式交換所中継線のみを収容した台を設けてい

る。これを対自動中継台という。またこの場合自動式交換所内

に中継台を設け，この台で中継線および自動式加入者線の取扱

いをしている所もある。この台を半自動中継台と よび，国鉄で

は一般に無ひも式が使用されている。(相原茂)

ちゅうけいへんあっき中継変圧器 (英) repeating trans-

former 軌道回路の着電側と軌道継電緑の設備箇所が遠距艇で

中継変圧総

あるときは， 途中の導線抵抗のた

め電圧が降下し継電器tが動作しな

い。このような場合には 2 個の中

継変圧然を使用し， 軌道回路の受

篭端において電圧を上昇し，接続

導線の終端において， ふたたひ.電

圧を降下させ，軌道継電器を動作

させるものである。 (西沢毅)

晴

中継変圧総

ちゅうけいレール 中継レール {英)transition rail 異種レ

ー ノレの接合部に中継のため用いるレー ノレ。 すなわちこのレ ーん

の両端がそれぞ 中継 レー ル

れ接合するレ ー に--コ

ノレの断固に合う 比二」
ように作られて 恒三必

し、る。 30kg と

37kg, 37kg と

言p! . I~r l 

一一-- - _.- ----ーごE三三三ヨ

50kg, 50kg と 30kg などがある。大きいブJのレーノレを用いそ

の l 端を鍛造で小さい断固に仕上げる。 両極のレ ーノレを溶接接

合 して，溶接部をなめらかに仕上げることもある。いずれも長

さは通常 5m くらい。このレ ーノレのかわりに異形継目板で接合

することもあるが，線路保守上からは中継ν ーノレを用いるのが

よい。(沢田嫌二)

ちゅうごくのでつどう 中国の鉄道

l 起源

中国にはじめて鉄道の敷設が提言益されたのは 1864 年で，上海

在住の英国商社が，上海， ì奨口 ， 広州の 3 大開港場を起点とす

るつぎの 4 大幹線の敷設を消朝に建言 したこ とにはじまる。

上海 ・ 漢口 ・ 四川・ 雲南 ・印度

上海 ・ 鎮江 ・ 天津 ・ 北京

漢口・ 広州

上海 ・ 杭州 ・ 寧波 ・ 楠州 ・ 広州 ・ 雲南

この提築は消ïUI政府によって拒否されたが， 英国はその後長

く これらの線にそう権益の獲得に腐心 した。

翌 日65 年英国商社は鉄道に対する中国 ~)I !Jltの理解を深める

ため北京宣武門外に鉄道を敷設したが，消11，の命令により撤去

させられて しま った。また 1874 年上海の英商恰和洋行 (Jardin

Metheson) が許可を得て上海の問北から呉骨量まで 2'5" 軌聞の
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